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前田侯爵家の令嬢である酒井美意子は回想『ある華族の昭和史』で自分が木戸幸一侯爵
の娘などとともにカテリーナ・トドロヴィッチ門下生ピアノ発表会に参加した様子を描写
した1．ここで叙述された，身分の高い青年が客席に出現したことに興奮する少女たちの
様子は戦前期のピアノ学習を「ふさわしい，あるいはよりよい結婚のための持参金」2 とみ
なした玉川裕子の主張を思い出させるものだ．玉川裕子は論文「お琴から洋琴へ――山の
手令嬢のお稽古事事情」3 で夏目漱石の小説の記述と三越の PR 雑誌の検討から次のように
指摘した．
今私たちには，良家の子女たちにピアノを普及させた二つの重要な要因が見えてこ
ないだろうか．第一に，ピアノが結婚市場において売買されるものとしての女性の商
品価値を高めるものであったこと．第二に消費社会において女性が買う「主体」となっ
たこと．第一の要因は，十九世紀ヨーロッパにも，二十世紀日本にも共通する．小山
静子は，明治三十年代に成立した良妻賢母思想の教育目標が国家の一員としての女性
の育成であり，近代国民国家への女性の統合が目指されていたという点で，「戦後や
欧米の女性観とも類似性を持つ，『近代』の思想」であったことを，「家」を支える女
性の育成を専らとしていた江戸期の儒教的女性観とも対比しつつ，指摘している．ピ
アノは近代社会においては，良妻賢母を育成し，あるいはそのイメージを演出するこ
とによって，女性の商品価値を高める道具となったのである4．
ピアニスト井上園子もトドロヴィッチ門下生であり，酒井美意子所蔵の写真を集めた写
真集『家族の肖像』には，華族会館で行われたトドロヴィッチ発表会の際，酒井たち華族
の令嬢とともにピアニスト井上園子が写っている写真がある5．音楽学者の筧潤二は 1937
1 酒井美意子『ある華族の昭和史――上流社会の明暗を見た女の記録』（主婦と生活社，1982 年），107⊖
110 頁．
2 玉川裕子「お琴から洋琴へ――山の手令嬢のお稽古事事情」『音楽芸術』1998 年 12 月号，75 頁．この
論文は以下「お琴から洋琴へ」と略．ここで引用された小山静子の文章について，出典として，小山静
子『良妻賢母という規範』（勁草書房，1991 年），47⊖50 頁があげられている（玉川，前掲「お琴から洋
琴へ」，76 頁）
3 同前．
4 同前，76 頁．
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年に発表した批評で，井上の演奏会を「冷たい雨の夜，会場の前には豪華な自動車の大群
がぬれて光り乍ら右往左往しているし，中に入ればこゝまた贅沢な外国人や貴族風の日本
人が我物顔に頑張っていて，みすぼらしい人間などが来る場所ではまるでないような情景」
と描写した6．ここには優雅な上流社会のピアノ文化に対する反感，疎外感が表現されて，
井上園子の演奏に対する酷評が続くのも意外ではない．
西原稔は「日本での状況を垣間見ることは，市民社会においてピアノが持ちえた役割と
期待をもっと鮮明なかたちで知るのに好都合かもしれない」といい，「それは一言でいえば
ピアノという夢なのである」と書いた7．西原は日本でピアノが担った「ハイソサエティー
のイメージ」8 に言及，ピアノを「女性の嫁入道具，富の象徴，文化の装飾品」9 と位置づ
けて「良家の子女の象徴としてのピアノの文化価値」10 を指摘，ピアノを学ぶ少女を取り
あげた新聞記事から次のように推測した．
上流意識に目覚めだした人びとにとって，新聞に掲載された大きなグランド・ピア
ノに向かうこれらの女性の姿は，ピアノの夢を現実のものとしたシンデレラにも映っ
たことであろう．そして同時にこの記事は娘にピアノをあたえ，習わせることのでき
た父親の勲章のようなものでもあったろう11．
この推測から，西原は次のような結論に至った．
たしかに日本とヨーロッパとでは伝統も背景も異なるために，単純に並行関係で見
ることは危険であるが，ピアノがステイタスを示す社会の一種のバロメーターとなっ
たという意味では共通の部分をもっている．それに加えてとくに日本の場合は，西洋
という理想がピアノに込められ，この夢がさらに尖鋭化されており，その夢はおそら
く現在まで受け継がれているのである12．
西原は「実業家外山捨造の愛嬢で十七歳の外山道子」13 と「荒木和子嬢」14 のピアノ学習
5 酒井美意子『華族の肖像』（清流出版，1995 年），84⊖85 頁
6 筧潤二「井上園子独奏会」『音楽評論』1937 年 1 月号，126 頁．
7 西原稔『ピアノの誕生－楽器の向こうに「近代」が見える』（講談社，1995 年），239 頁．以下『ピアノ
の誕生』と略．本書には最近増補版（『ピアノの誕生・増補版』，青弓社，2013 年）が出たが，日本の
ピアノを学ぶ少女に関係する部分について，特に問題がないと筆者には思われたので，本稿では古い講
談社版を使用した．
8 西原，前掲『ピアノの誕生』，240 頁．
9 同前，246 頁．
10 同前，247 頁．
11 同前．
12 同前，248 頁．
13 同前，247 頁．
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を階級文化の象徴として扱い，後者が留学を希望している点について，やはり夢という表
現を用いて次のように述べた．
たとえば与謝野鉄幹が明治四十四年（一九一一）からパリに外遊したときの滞在費
および渡航費用が約四千円であったことを考えると，ピアノを外国で本格的に学ぶと
いうことは当時の社会においていかに，現実離れした夢であったかわかる．しかし，
一部にそれを実現できる人びとが登場した．だからこそ新聞はその夢物語を読者にふ
りまき，読者はますますピアノを夢見るのである15．
西原稔は著書『ピアノの誕生』でピアノを学ぶ日本人の例として外山道子と荒木和子の
みを取りあげて，ピアノ学習の自己表現や職業訓練としての意義，音楽的意義を度外視し
た記述を行い，ふたりのピアノ学習を階級の象徴や「西洋という理想」16 を体現するもの
として描写した．ここではピアノを弾く少女たちはピアノをめぐる「ピアノの夢」を喚起
する素材とみなされて，外山，荒木の父親と新聞記事の読者は「ピアノの夢」により操作
される存在として捉えられた17．一方で，西原は同じ著書にある音楽学校に関する記述で，
入学試験曲目の検討から「東京音楽学校は予科および甲種師範科ともほかの音楽学校の追
従を許さないほどの水準を求めており，この時期において日本の音楽教育をリードする役
割を果たしていたことが手にとるようにわかる」18 と述べて，音楽的内容に踏みこんだ．
筆者は西原の記述に，音楽文化に実質的寄与を為す東京音楽学校のピアノ教育と浮き草の
ごときブルジョワ子女のピアノ学習を対比させている印象を受けた．
それでは他の他の史料から，令嬢たちのピアノ学習はどのように見えてくるのだろうか．
外山道子や荒木和子のピアノ学習は「父親の勲章」や「シンデレラ」のイメージを喚起す
る意味しか持たなかったのだろうか19．ふたりの少女はどのような環境のもとで育ってど
のような軌跡を歩んだのか．このような疑問から，本稿では研究文献，同時代文献，新聞，
雑誌記事などを参照して西原が『ピアノの誕生』に取りあげた外山道子，荒木和子の音楽
的軌跡と家庭環境を検討，さらに同時代のピアノを学ぶ少女だった長岡延子，井上園子に
ついても同様のことを試みる．そして，女性ピアニストに対する当時の偏見について記し
14 同前，248 頁．
15 同前．
16 同前．
17 同前，247 頁．
18 同前，228 頁．実際には西原の指摘は議論の余地があり，1937 年当時「此頃邦人音楽家の国際的進出
が盛んに話題に上るのであるが，それ等の人々の大部分が音楽学校の門をくぐらない」のであり，か
れらが「個人的修業で音楽を学んだ人達」であることが問題になった（塩入亀輔「音楽学校の改組」『東
京朝日新聞』1937 年 4 月 19 日）．つまり，東京音楽学校の教育は個人教授の後塵を拝しているという
批判が存在した．
19 西原，前掲『ピアノの誕生』，247 頁．
84
てから一定の考察を添えることにしたい．
1??????????
外山道子（1913～2006）の音楽的軌跡を知ることは難しくない．小林緑編著『女性作曲
家列伝』に辻浩美の執筆した小伝が収められているからだ20．道子は外山家に住んでいた
ポール・カバリヨフにピアノを学んだ21．1930 年に単身アンリ・ジルマルシェックスにピ
アノを学ぶために渡仏，1936 年よりフランスのエコール・ノルマルでナディア・ブーランジェ
に作曲を師事，1937 年に日本人として初めて作品が国際現代音楽祭に入賞して 1939 年に
帰国した．1941 年に結婚したが夫は戦死する．戦後，道子は二人の子供を預けて留学，
フランスでダリウス・ミヨー，オリビエ・メシアンに師事，さらにアメリカ・コロンビア
大学で電子音楽を学んだ．2006 年逝去．現在，作曲家として再評価が進みつつある．辻
明美は外山道子の生涯について次のように述べた．
道子は二人の子供を母に預け，一〇年間を単身海外で過ごしたわけだが，家に縛ら
れて人格も認められなかった女性が多かった時代に，周囲を気にせず自分の思いのま
まに行動できた彼女は希有な存在であった．それには結婚のためやむなく音楽学校を
中退し，娘に自分の夢を託した母の理解と協力，そして経済的支援も大きな力となっ
たが，彼女の自由奔放な生き方は，新しい時代を予見する女性像でもあった22．
西原稔はピアノを「良家の子女の象徴」23 と位置づける文脈上で，外山道子について「外
の学課はともかくこんな好い先生（カバリヨフ）を逃してはというので当時羽衣高女の二
年生であった道子さんををわざわざ退学させてピアノに専念させることにしたのだそうで
す」24 という文章を引用した．しかし，この記事を外山道子の略歴とあわせてみれば，音
楽家が少女期に基礎的素養を身につけていく過程を示した史料としての読解が可能になる．
外山道子に関して興味をひくのは祖父外山脩造（1842～1916）の影響である．辻浩美は
脩造を「関西の財界で活躍した人物」で「幕末の英傑の一人河井継之介［ママ］の勧めに
従って学問を志し」たと紹介，「道子はこの祖父の進歩的な生き方に惹かれて，幼いとき
から外国に強い憧れを持った」と述べた25．武内義雄は外山脩造の評伝に「最も深く翁を
20 辻浩美「日本の女性作曲家（明治期から昭和初期まで）」（小林緑編著『女性作曲家列伝』平凡社，1999
年，300⊖304 頁）．外山道子の音楽的軌跡については特に註記しないかぎり辻の記述に従う．
21 大阪音楽大学音楽文化研究所編『大阪音楽文化史料　昭和編』（大阪音楽大学，1970 年），84 頁．この
史料集は以下『大阪音楽文化史料』と略．
22 辻，前掲論文，304 頁．ただ，辻浩美は「帰国後の彼女に対する日本音楽界の冷酷なまでの無関心」（同
前）にも言及した．
23 西原，前掲『ピアノの誕生』，247 頁．
24 同前．
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知愛し翁も亦終生仰慕措かざりしは河井蒼龍窟なり」26 と記しているが，脩造は河井とと
もに明治政府軍と正面から戦った．1868 年，外山脩造は長岡藩兵を指揮する河井継之助
側近として北越戦争に従軍，長岡城奪還作戦後に河井が負傷した際も側に居て，会津への
逃避行にも従い，河井の死を看取り遺体を火葬，遺骨を負って会津若松に至り埋葬した27． 
河井継之助は脩造に商人になれと遺言，かれはスネルの船で海外渡航を企てて挫折した後，
慶應義塾で学んだ28．脩造は官界に入った後，実業界に転じて商業興信所，阪神電鉄を創
設，1887 年から翌年に外遊した29．外山道子は祖父の自由な生き方に影響されて外国に憧
れて自分の意思でフランス留学を決めたというが30，外山脩造の生涯はとりわけ波乱に富
んでいて，明治，大正，昭和戦前期のブルジョワを一律な印象でとらえることの難しさを
感じさせるものだ．
外山道子の父親である外山捨造（1883～1941）は実業家で関西財界の大物であり，1908
年京都大学法学部卒業，1910 年から 1911 年にヨーロッパを視察，多くの企業の重役であ
るとともに出版社の工業之日本社を経営していた31．「羽衣高等女学校主」32 でもあった．
そして，外山道子の母の外山治子は 1888 年に生まれて，東京音楽学校で学び，1918 年
ピアノ同好会の創設時に役員のひとりとなった．大阪のピアノ同好会は社交団体，親睦団
体の機能もあったが，音楽会を支援するだけでなく，パウル・ショルツ，久野久子，小倉
末子のような東京音楽学校で教えるピアニストたちの演奏会を行い，講演会なども組織，
さらにはレオポルト・ゴドフスキー，フリッツ・クライスラー，ミッシャ・レヴィツキー
などの大家の来日に際して大阪公演を，ベンノ・モイセヴィッチの場合は京都後援と大阪
公演を主催ないし共催して，関西音楽界において大きな影響力をもっていた33．塩津洋子
はピアノ同好会による清楽会，楽友会とも連携した演奏会開催について次のように指摘し 
た．
25 辻，前掲論文，302 頁．
26 武内義雄『軽雲外山翁伝』（商業興信所，1928 年），9⊖10 頁．
27 参照，同前，10⊖20 頁．
28 同前．
29 同前，4⊖6 頁．
30 辻，前掲論文，302 頁．
31 芳賀登，杉本つとむ，森睦彦他編『日本人物情報大系』第 34 巻（皓星社，2000 年），70 頁．没年につ
いて，参照，「外山捨造氏」（『朝日新聞』1941 年 4 月 12 日）．
32 芳賀登，杉本つとむ，森睦彦他編『日本人物情報大系』第 39 巻（皓星社，2000 年），211 頁．外山捨
造に関するいくつかの文献を参照したが，その人物像に関して，これ以上は本書の主題に関連する情
報は見つけられなかった．
33 外山治子の生年について，参照，同前．ピアノ同好会について，参照，松本佳子「ピアノ同好会・清
楽会の活動とその影響」（日本生活文化史学会『生活文化史』第 53 号，2008 年），塩津洋子「『ピアノ
同好会』の活動」（『「音楽研究」大阪音楽大学音楽博物館年報』第 25 巻　2010 年 5 月発行）．昭和戦前
期の音楽愛好家を検討した論文には，加藤善子「クラシック音楽愛好家とは誰か」（渡辺裕，増田聡他
『クラシック音楽の政治学』青弓社，2005 年，所収）があるが，奇妙なことに女性をほとんど視野に入
れていない．
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これらの団体が結束して開催したクライスラー他著名演奏家のコンサートは，当然の
こととして入場料も高額で，最高額 8 ～10 円，最低額 2 ～ 3 円という設定であった．
銀行員や巡査の初任給が 50 円余りの時代であるから，相当の額といえるだろう．こ
のようなコンサートを立て続けに開催できるのは，資金力もさることながら，それだ
けの金額を投じて西洋音楽を鑑賞しようという人たちを集められる動員力，社会的な
影響力も，重要な要素であったに違いない34．
1928 年 4 月，ピアノ同好会は荒木和子，外山道子，野上ふじ子の演奏会を企画した
が35，三人は西原稔が参照した同年 3 月に連載された『大阪朝日新聞』の記事シリーズ「楽
壇の春を訪ねて」36 に，「ピアノ同好会の花形」37 とされた吉田光子とともに登場した．ピ
アノ同好会は 1937 年にはシロタ門下の逸材として知られた黒田睦子の演奏会を行い，こ
のとき指揮者として若き朝比奈隆も出演している38．その生活文化全般における意味を考
察した松本佳子は次のように指摘した．
このようにして雑誌に出てくる彼女たちは，ある種この時期の大阪を代表する存在で
ある．彼女らのライフスタイル，服装，考え方は重要な意味をもち，ある程度お手本
とされる「あこがれ」の存在となっている．そういった女性たちが弾いているピアノ
もまた，あこがれとなるのである39．
塩津洋子は音楽同好会の中核を担った人びとについて「個人的な範囲でピアノを愛好す
る，いわゆる“アマチュア”と，久野久子や小倉末子といった“ピアニスト（＝プロフェッ
ショナル）”と呼ばれる人たちとの中間に位置していたと見ることができる」と指摘，「『ピ
アノ同好会』は大正期の関西において，ピアノを中心とした西洋音楽の普及・振興に寄与
したことで，ピアノ受容史上特筆すべき団体といえるだろう」と述べた40．松本佳子と塩
津洋子の指摘は矛盾するものではなく，ピアノ同好会の上流夫人はライフスタイルの発信
源であり憧憬の対象であるとともに音楽的実質を持っていた．
すると上流社会のピアノ文化を複合的にとらえる必要が浮かびあがってくる．ピアノ演
奏とピアノを弾く上流夫人と子女のありかたは憧憬をかきたてるシステムの一部として機
能した．これは消費を誘導する資本主義や新しい生活様式の提案と結びつけることができ
34 塩津，前掲論文，7 頁．
35 塩津，前掲論文，11 頁．
36 参照，前掲『大阪音楽文化史料』，84⊖85 頁．
37 松本，前掲論文，84 頁．吉田光子の演奏会について，参照，塩津，前掲論文，11 頁．
38 塩津，前掲論文，11 頁．
39 松本，前掲論文，84 頁．
40 塩津，前掲論文，12 頁．
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るが，私見では，かれらのピアノをめぐる取組が音楽的実質と価値を持っていたことも銘
記すべきだ．時代の最先端の音楽と取り組んで「周囲を気にせず自分の思いのままに行
動」41 した外山道子の軌跡と娘を援助した母治子のありかたは，進取の気質に富み創造を
育んだ上流のピアノ文化の一側面を示していた．
2??????????
荒木和子の母荒木幸（1876⊖1939）もピアノ同好会創立時に幹事をしていた．結婚前の
姓を松田という．当時，同志社女学校では音楽に対する熱意が高まっていたが，ここで松
田幸は音楽の専門教育を受けた宣教師メリー・E・ウェンライトの指導を受けて42，さら
に同志社女学校の宣教師・教師であるマリー・フローレンス・デントン（1857～1947）と
鳥取英和女学校で指導にあたった43．松田幸は東京でラファエル・フォン・ケーベルにピ
アノを師事して華族女学校の音楽助手もつとめている．1898 年渡米，ボストン音楽学校
でピアノを学び，1901 年にはベルリンに赴き留学中の安藤幸と同宿， 4 年間ピアノを学
んだ．1906 年の帰国後，松田幸は華族女学校で音楽を教えたが，事故により左腕を負傷
したために演奏活動を断念44，デントンの紹介により実業家の荒木和一と結婚した．
そして，荒木和子の父親である荒木和一（1872⊖1957）は 1893 年に渡米して欧米雑貨商
を経営，1895 年に映写機を，翌年にレントゲンや蓄音機を輸入するなど，もっともはや
い時期に日本に西洋の先端技術の所産を紹介したひとりだった45．後に，カナダ・サン生
命大阪支店長となった．英語に通じて，著書に『英和俗語活法』（丸善，1895 年）があっ
て長く版を重ねたほかに，リットン調査団の大阪訪問（1932 年）など歴史上の多くの重
要な局面で通訳をしている．仏，独，ギリシャ語なども習得した．太平洋戦争期に 80 歳
を越えたデントンがアメリカ国籍でありながら帰国を拒否して同志社女学校に留まり，警
察の監視下で一部の学校関係者に保護されて孤独な生活を送っていたとき，荒木和一はデ
ントンと交流して様々な便宜を図った46．
荒木和子（1911⊖2005）47 はコンサート・ピアニストの夢を果たせなかった母の願いを受
41 辻，前掲論文，304 頁．
42 ウェンライトと松田幸について，参照，坂本清音「草創期（一八七六年―一九〇〇年）同志社女学校
の音楽教育」『同志社談叢』第 18 号，1998 年．この段落の記述の典拠として，坂本，前掲論文にくわ
えて，参照，荒木元秋『鏡に映った戦争と平和』（近代文芸社，1992 年），23⊖29 頁．
43 近藤十郎「鳥取英和女学校と同志社－同志社女子大学史料室講演会記録２」同志社女子大学史料室編
（http://www.dwc.doshisha.ac.jp/about/parts/pdf/publication/book_02.pdf ／2014 年 9 月 1 日閲覧），14 頁．
44 荒木，前掲書，24 頁．
45 この段落の記述の典拠として，参照，同前，14⊖17 頁．
46 参照，小野恵美子『日米の架け橋――日本の女子教育に捧げたデントンの生涯』（大阪書籍，1988 年），
213⊖217 頁．
47 荒木（青木）和子の没年について国立音楽大学図書館の河田篤子氏のご教示を得た（2014 年 9 月 1 日
付筆者宛メール）．記して御礼申しあげる．
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けてピアノを学び48，小学校卒業後は家庭教師によって独英仏の三カ国語を習得，すでに
1925 年には『読売新聞』に「断髪の少女音楽家」49 という見出しで留学を計画していると
紹介された．荒木和子は 1929 年にドイツに留学して，ベルリン音楽大学教授アルトゥー
ル・シュナーベルに個人的に指導を受けた．1933 年にはナチス政権が成立，ユダヤ系であっ
たシュナーベルはドイツを追われる直前に独奏会を開いたが，この電灯が消された後も長
い拍手が続いた演奏会も荒木和子は聴いた50．
帰国後の 1934 年，荒木和子はラジオ放送のためにヴァイオリニストのアレクサンドル・
モギレフスキー，チェリストの一柳信二とピアノ・トリオを組んでメンデルスゾーンのピ
アノ・トリオ第 1 番ニ短調作品 49 を演奏した．この放送を紹介した『東京朝日新聞』記
事の見出しには「関西楽壇が誇るピアノ・トリオ初放送」とあり，荒木和子は「嬢は昨冬
朝日会館で帰朝発表独奏会を開き，又四月大阪音楽協会発会式に出演し，更に六月一日に
今夜と同じメムバーのトリオ・アーベンドに出演，非常な名声を博している」と紹介され
た51．1935 年にも荒木和子は放送に出演してベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 30 番作
品 109 を演奏したが，このとき『東京朝日新聞』は「関西楽壇の花形荒木和子嬢」52 と書
き，『読売新聞』は「関西楽壇を代表するピアノ独奏」53 と紹介した．同年，荒木和子は結
婚，戦後は国立音楽大学教授，熊本音楽短期大学教授となり後進の指導にあたったが，注
意しておきたいのは，結婚後に子爵夫人となった後も彼女が活動を続けたことだ．
なお荒木和子の兄弟では，三男の荒木元秋が音楽に興味を持ち，京都帝国大学オーケス
トラに入団してエマニュエル・メッテルの指導を仰いだ54．
荒木和一は西洋の先端技術を日本に導入するとともに語学を通じて欧米を理解しようと
した．時代背景を考えれば，妻の恩師デントンを援助した勇気は特筆されるべきだ．単純
な実業家の枠に納まりきらない活動を繰りひろげた人物と言うことができるだろう．荒木
幸は最初期の音楽留学生として真剣にピアノを学び，事故で挫折した後には自分の希望を
娘に託した．荒木和子が当時もっとも影響力のあったピアニスト，教育者のひとりである
ベルリン音楽大学教授シュナーベルに学び，帰国後も演奏活動を行い，結婚の後も音楽家
として活躍したことは，外山道子の場合と同様に上流社会のピアノ文化が持つ音楽的意義
を印象づけるものだ．
48 参照，前掲『大阪音楽文化史料』，85 頁．
49 「断髪の少女音楽家」『読売新聞』1925 年 11 月 10 日．
50 シュナーベルのもとでの研鑽について，参照，青木和子「あゝシュナーベル先生」『音楽生活』1951 年
12 月号，22⊖25 頁．
51 「関西楽壇が誇るピアノ・トリオ初放送」『東京朝日新聞』1934 年 7 月 6 日．
52 「ピアノに聴く名曲」『東京朝日新聞』1935 年 10 月 4 日．
53 「結婚に胸を躍らせ荒木和子嬢妙技を揮う」『読売新聞』1935 年 10 月 4 日．ピアニストの活躍を紹介し
ながら，結婚に結びつけるところに，当時の女性ピアニストの微妙な位置づけを知ることができる．
54 荒木，前掲書，48⊖53 頁．
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西原稔が取りあげた二人の「ピアノに向かう良家の子女」55 とその周辺を検討してきたが，
外山道子と荒木和子には母親が音楽の専門教育を受けてピアノ同好会に携わったこと，二
人とも音楽の専門家に成長して結婚後も活動を継続したことに共通点があった．その環境
は平凡でなく西洋との接点も多かった．外山道子が影響を受けた祖父外山脩造，娘の音楽
習得を援助した外山治子，最初期の音楽留学生だった荒木幸，異色の実業家である荒木和
一も平凡な人物とは言いがたい．同時に外山道子と荒木和子が人びとのあこがれをかきた
てる存在として新聞紙面を飾ったことも事実だった．
外山道子，荒木和子とその周辺について，筆者の観察は西原稔の叙述と重なるとことも
あれば，そうでないところもある．上流社会に属したピアノを弾く少女は新聞記事に取り
あげられて，社会にピアノへの憧憬とピアノを弾くことをよき趣味とみなす価値観を流布
する言説の素材となった．松本佳子が指摘するように，ピアノ同好会の構成員たちの「ラ
イフスタイル」56 を紹介した記事は当時多く存在していのであり，西原が引用した外山道
子と荒木和子たちに関する記事は孤立したものではなかった．新聞，雑誌の制作・販売や
ピアノ同好会が主催する演奏会企画が経済活動であることだけを見ても「ピアノという
夢」57 は消費と結びついていた．
しかし，西原が興味を持たなかった部分で少女たちの取組には音楽的実質があり，その
生き方は時代の常識を越えた．人間は規範と秩序なしに生きるわけにはいかない．自分が
生まれる環境と時代を選ぶわけにもいかない．同時に，環境と時代が規定する規範と秩序
の中で行動と意見を選ぶことも，世界を変えようと努力することもできる．それは 1920
年代の少女にとっても現代に歴史を書く我々にとっても同じことだ．外山道子や荒木和子
と二人の家族は世界を変えるために多くのことをした．この観察は昭和戦前期のピアノ文
化について従来注目されなかった側面の存在を示唆するものだ．さらに長岡延子と井上園
子をとりあげて昭和戦前期上流社会のピアノ文化を考えてみよう．
4??????????
長岡延子（1928～1945）は音楽的業績を残す前に空襲で世を去ったが，園田高弘が「僕
よりよほど才能があった」58 と評したように同時代人に強い印象を残した．1939 年 11 月
30 日，長岡延子はベートーヴェンのピアノ協奏曲第 1 番を弾いてデビュー，このとき同
様に協奏曲の独奏者をつとめたピアニストに園田高弘と黒田睦子がいた59．太平洋戦争期
55 西原，前掲『ピアノの誕生』，247 頁．
56 松本，前掲論文，84 頁
57 西原，前掲『ピアノの誕生』，239 頁．
58 園田高弘『ピアニスト――その人生』（春秋社，2005 年），36 頁．
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の 1943 年 6 月 16 日にも大東亜交響楽団と共演してベートーヴェンのピアノ協奏曲第 3 番
を弾いた60．戦時末期には軽井沢でシロタに学びながら戦後の音楽活動再開を期して準備
していた61．文学者岩佐美代子の次のような談話も岩田ななつの注に従えば長岡延子に関
するものだ．
その方はピアノお上手でね．ほんの一月前，「お嫁に来ました」って母に連れられて
御挨拶に行ったら，「戦争が終わったらリサイタルする」って言っていらしたの．私，
びっくりしてね．だってこっちは軍国少女だから，「戦争が終ったら」なんて思いも
しなかったんですもの62．
しかし，長岡延子は 1945 年 5 月 25 日の空襲で母とともに防空壕で世を去った．
次の日，主人と二人で焼けあとを片付けに行ったら，その日お留守だったので一人
助かったお父様が，お二人（山本注・長岡延子と母の宏子）をその場で火葬になさる
所に立ち会いましたよ．お二人とも，まるで眠っているみたいにお綺麗でね，可哀相
でしたよ．焼けたピアノの上に寝かせて，お父様が，「見てくれよ，これ，みんな楽
譜だよ」って積みかさなった形のまんまに焼けた灰を手にすくって，いっぱいかけて
あげて63．
17 歳で母とともに死んだ長岡延子は筆者の知るかぎり録音も残していないが，音楽界
の重鎮や著名な音楽批評家・音楽学者が時流に阿ってユダヤ系音楽家追放に動いた戦時
に，ユダヤ系音楽家に学び平和を見据えて音楽家として努力していたことは記憶されても
いい．
長岡延子の母の兄である法学者田中耕太郎は音楽愛好家で，丸山真男は「田中先生の思
想というものはやはり音楽を除いては語れないのではないか」64 と述べた．田中は 1938 年
59 『レオ・シロタ門下生ピアノ演奏会』プログラム（1939 年 11 月 30 日）．
60 参照，1943 年 6 月 6 日付『音楽文化新聞』第 50 号（戸ノ下達也編『音楽文化新聞』第 3 巻，金沢文圃
閣，2011 年），147 頁．
61 参照，山本尚志『日本を愛したユダヤ人ピアニスト――レオ・シロタ』（毎日新聞社，2004 年），217 頁．
本書は以下『シロタ』と略．ユダヤ系のシロタはピアニスト，東京音楽学校外国人教師として日本の
ピアノ演奏に強い影響力を持っていたが，1942 年末以降，批評家・音楽学者が排外主義を煽り，1943
年 10 月日本音楽文化協会はユダヤ系音楽家を公開の演奏活動から実質的に排除することを決定，1944
年東京音楽学校もシロタを追放，シロタは戦争末期には軽井沢に強制的に疎開させられた．参照，同前，
204⊖220 頁．
62 岩田ななつ編『岩佐美代子の眼――古典はこんなにおもしろい』（笠間書院，2010 年），61⊖62 頁．
63 同前，62 頁．
64 座談会「学問と思想」における発言（鈴木竹雄編『田中耕太郎――人と業績』有斐閣，1977 年，所収）， 
547 頁．
91
に「ピアノ演奏者無用論」を一蹴，「我我は国粋主義者の注文に従って，おいそれと『日
本的洋楽』をそうたやすくでっちあげることは出来ない．そう考えるべく我我は音楽をもっ
と尊重しているのだ」と説き，ベートーヴェンやマーラーを安易に軽視する「音楽人の教
養と敬虔さ」の不足を難じて，こうした「専門家達『音楽理論家達』」の「抹殺」を急務
とした65．「ピアノ演奏者無用論」66 は当時もてはやされた音楽学者兼常清佐のピアニスト
無用論であろうが，1938 年 8 月に兼常は「ベートーヴェン抹殺」を打ちだして「ニッポ
ンの音楽を作ろう」と呼びかけていたから，田中の文章は兼常を標的としたものだ67．
1943 年 12 月，田中耕太郎は学徒出陣に際して法学部の学生に，「世間では鬼畜米英と
いうが，アメリカの青年もまた君達と同じようにその愛する祖国のために生命をかけて戦っ
ていることを忘れてはならない．敵艦を沈めたならば，彼等のためにそっと祈りたまえ．
戦場に一ときの静けさが訪れたときは，できればピアノを弾いて静かに思いを潜めたま 
え．」68 とさとした．
このように田中耕太郎のピアノと音楽の捉え方は，音楽学者が極論で世論を煽り，楽壇
の重鎮や著名な音楽批評家が日本音楽文化協会幹部となって戦争協力や戦意昂揚を推進し
ていた時代の雰囲気と距離をもっていた．そして，太平洋戦争末期の空襲で妹とともに姪
である長岡延子が世を去ったことは田中に影響を与えて，かれのピアノ演奏偏愛にも関係
した69．
長岡延子の祖父である物理学者長岡半太郎（1860⊖1950）も孫の生前，延子の活動を大
いに喜んでいた70．よく知られているように，長岡半太郎は青年時代に日本人にも独創的
な科学研究ができるかを苦悩して学校を休学した71．半太郎の父長岡治三郎（1839⊖1891）
も大村藩で勤王派の同志であったが 1871 年岩倉使節団と時を同じくして洋行，西洋の文
物に影響を受けて子供に英語の習得を命じたのであり，長岡家と西洋の対峙は明治初期よ
り始まっていた72．これは当時の上流社会の人々と西洋の関係が安易に要約できない複雑
なものであることを示していた．
長岡延子の父で長岡半太郎の息子だった長岡治男（1893⊖1976）は東京帝国大学法学部
に入って，ドイツからきた異端のユダヤ系法学者テオドール・シュテルンベルヒ（シュテ
ルンベルク）宅に田中耕太郎とともに寄宿，ドイツ語を完全に身につけた73．三井合名会
65 田中耕太郎「音楽における精神生活」（『音楽と人生』勁草書房，昭和 28 年，所収），69⊖70 頁．
66 同前．
67 兼常清佐「ベートーヴェン抹殺論」『改造』昭和 13 年 8 月号．引用の出典は同前，102 頁．兼常の論は
同時代人に国粋主義と受けとられて当然の内容だった．
68 雄川一郎「田中先生の思い出――その始めと終りの頃」（鈴木竹雄編，前掲書所収），287⊖288 頁．
69 参照，座談会「人と生活」における鈴木竹雄の発言（鈴木竹雄編，前掲書所収），575 頁．
70 板倉聖宣，木村東作，八木江里『長岡半太郎伝』（1973 年，朝日新聞社），619 頁．
71 同前，39⊖45 頁．
72 同前，10⊖17 頁．
73 田中耕太郎『私の履歴書』（春秋社，1961 年），313 頁．
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社に入社，三井不動産の常務取締役となり，太平洋戦争期・戦後は日本合板船工業社長を
つとめた．長岡治男は「わがままもの」を自認して『朝日新聞』に「何から何まで型破
り」と書かれたが74，三井不動産会長を務めて音楽界にも寄与した江戸英雄は長岡を「技
術面で玄人はだしの知識と腕を持ち，頭脳明晰，博覧強記，語学に堪能，その言動は奔放
で，しかし，良識かつ誠実に溢れ」75 と評した．政財界の有力者に口説き落とされて，長
岡は 1958 年特殊法人として再出発した理化学研究所の理事長となった．就任時，駒込に
あった理化学研究所は「思った以上にひどかった」76 というが，かれは実業家として培っ
た人脈を駆使して政財官各界と多くの接収地を抱えた米軍に働きかけて，土地と予算の獲
得，移転建設に努力した．副理事長である醸造学の坂口謹一郎とともに，長岡は『理研精
神八十八年』では「『科学の殿堂』を再建するための全所を挙げた壮大なドラマ」と位置
づけられた移転事業の「陣頭に立って指揮し，奮闘した」77．
時代精神が人間に影響するのは勿論のことだ．同じ時代精神，同じ環境のもとでも人間
がそれぞれ違って異なった道を選ぶのも勿論のことだ．戦前，戦中，戦後を通じた思想的
一貫性で知られて，どの時代でも発言が物議を醸した田中耕太郎はもとより，長岡延子も
自然に時代精神と離れたところに位置した．延子の祖父で高名な長岡半太郎だけでなく曾
祖父長岡治三郎も西欧と深刻に対峙した．長岡治男は知名度こそ高くないが異能の人であ
り，特筆すべき進取の精神と活力をもって理化学研究所の再建を支えた．かれらの生き方
にもまた安易な類型化を拒否するところがあった．
5??????????
最後に，ピアニスト井上園子（1915⊖1986）と父親の井上達二（1881⊖1976）を取りあげ
る78．井上達二は第一高等学校，東京帝国大学で学び医師として日露戦争に従軍，1906 年
からライプツィヒに留学，さらにベルリン，ロンドン，パリでも学びライプツィヒ大学で
博士号を受けた．1909 年に帰国，日本の文部省にもライプツィヒ大学に提出したものと
同一主題の論文を提出して医学博士の学位を得たが，その序文中の記述は日露戦争の惨禍
に言及して印象的なものだ．達二は戦争の惨禍から受けた衝撃を研究の動機とした．
余および他のすべての医師は，まのあたりにして諸情景の身の毛もよだつ恐ろしさ，
74 「1000 万人と取り組む⑪――朝霞に移る理研」『朝日新聞』1962 年 1 月 18 日（ドキュメント　人と業績 
大辞典編纂委員会編『ドキュメント　人と業績大辞典』第 16 巻，ナダ出版センター，2001 年，所収），
244 頁．
75 理化学研究所史編集委員会編『理研精神八十八年』（独立行政法人理化学研究所，2005 年），59 頁．
76 前掲「1000 万人と取り組む⑪――朝霞に移る理研」．
77 理化学研究所史編纂委員会編，前掲書，80 頁．
78 井上達二について，参照，井上眼科病院編『井上眼科病院百年史』（井上眼科病院，1983 年）．
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こわさ――自ら参与しなかった者には最小限の想像もあるいは不可能であろう――の
ために，戦争を将来において出来得る限り阻止したい，ないし，もし回避できないな
らば，たとえ戦争するにしても，考えられる限りの寛容をもち，参戦者に対する恐る
べき苦悩と辛労を出来得る限り減殺させるようにあって欲しい．という已むに已まれ
ぬ願いをいだかさせられた79．
井上達二は東京の井上眼科病院院長となり，関東大震災では病院の建物が瓦解，第 2 次
世界大戦でも空襲に直面したが年中無休主義で診療にあたった．英仏独語の他に中国語と
朝鮮語にも通じた．達二の没後 10 年あまりがすぎた 1980 年代末，かれがライプツィヒ大
学に提出した博士論文は英国のグリックステインにより再発見されて80，達二は脳科学の
偉大な先駆者とみなされるようになった．
本稿の主題との関係で，井上達二がライプツィヒ留学中にピアノを習ったことを特記し
ておく81．達二の長男である井上正澄も指導的な眼科医となるが，クラリネットを演奏して，
千葉医大時代には大学内部のオーケストラを組織，コンセール・ポピュレール（服部正が
戦前に創設したオーケストラで後の青年日本交響楽団）の団員だったこともあった82．
井上達二の娘，井上正澄の妹となる井上園子は，同時代の文献でしばしば上流社会の空
気を感じさせるピアニストとして位置づけられた．冒頭に酒井美意子の回想，筧潤二の批
評を引用したが，筧潤二の批評は偏見が音楽的な考察にまで反映されていた．
テンポもリズムもセンティメントも誇張的であり，虚飾的であり，余剰的である．音
楽全体に厳粛さも真面目さもないし，と言って去年位までに少しは影を止めていたお
嬢さんらしいひたむきな純真さも消えてしまったように思われる．私はあの偉大で生
真面目だったバッハやベートーヴェンの鏤骨の作品が，このような社交クラブ的サロ
ン的な態度によって小手先に弄ばれるのを見て，いたましい気にさえなった83．
1934 年，井上園子が行ったデビューコンサートについて音楽評論家の牛山充も「来会
者の不謹慎より訪問服競装会の如き不快に煩わされた」と記したが，牛山は井上園子の実
力について「これさえなかったならば誠に喜ぶべき音楽の夕であったろうと思われる」と
認めた84．かつて筆者は井上園子を「おそらくは昭和最高の日本人ピアニスト」85 と評した
79 同前，132 頁．
80 参照，N・グリックステイン「視覚野の発見と井上達二の業績」『サイエンス』1988 年 11 月号．
81 井上眼科病院編，前掲書，135 頁．
82 同前，245⊖246 頁．
83 筧，前掲「井上園子独奏会」，126 頁．
84 牛山充「井上園子嬢独奏会」『音楽評論』1934 年 6 月号，61 頁．
85 山本，前掲『シロタ』，103 頁．
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ことがあるが，同時代の文献と照合すれば，この評価は特異なものではない．戦後にピア
ニスト野辺地瓜丸は井上園子の演奏を「完璧」86 と評した．新交響楽団・日本交響楽団常
任指揮者ジョセフ・ローゼンストックは回想録で「ピアノを演奏する日本人の特殊な才
能」87 について記しているが，井上園子を「日本人の中で最も特記すべきピアニストの一
人」88 と述べた．
井上園子はトドロヴィッチに師事した後，1929 年よりウィーンでパウル・ヴァインガ
ルテン，エーミール・フォン・ザウアーに学び，1933 年のウィーン国際コンクールで第 1  
等ディプロマを獲得して，翌年帰国した89．1938 年にラフマニノフのピアノ協奏曲第 3 番
を，1941 年にはプロコフィエフのピアノ協奏曲第 3 番（日本初演）を新交響楽団と演奏
した．彼女が 1939 年にチャイコフスキーのピアノ協奏曲第 1 番を新響と弾いたとき，批
評家の大田黒元雄は「園子さんはトウッティの際にもピアノの音がはっきり聞こえたくら
いの力でこの恐るべき大曲を弾き通した」と述べて，「あの体力は西洋の女流ピアニスト
のものに較べても毫も遜色がない」と評した90．
太平洋戦争の時代，井上園子はもっとも活発に演奏したピアニストの一人であり，リサ
イタルを行うととももに日本交響楽団ともしばしば共演した．戦後初期にも頻繁に舞台に
立ち，1948 年には大田黒元雄が次のように評した．
ベエトオヴェンの協奏曲をヴィルトゥオオゾ風に弾かないで，どこまでもいわば協奏
的に弾く園子さんの解釈に対して私は賛成する．それからピアノの前に座った園子さ
んには，いつか大家の風格が具わって来た．いづれにしても今度の「皇帝」は，この
シイズンに私の聴いたすべてのピアノ演奏の中でも随一のものであった91．
しかし，この 1948 年に井上園子は演奏活動を中断することになり，1951 年に再起した
が病気のために活動を中止，1986 年に世を去った．
なお，井上園子は 1937 年に結婚していたのだが，その後も演奏活動では井上姓のまま
で活動を継続した．彼女は結婚に際して一文を残している．当時の女性ピアニストの結婚
観をうかがわせる文章であるので引用しておく．
86 野辺地瓜丸「野辺地さんの末梢的音楽談義」『音楽芸術』1950 年 10 月号，87 頁．
87 ジョセフ・ローゼンストック『ローゼンストック回想録――音楽はわが命』中村浩介訳（日本放送出
版協会，1980 年），43 頁．
88 同前，48 頁．
89 井上園子の履歴について，参照，山本尚志「井上園子――世界への第一歩　昭和洋琴物語第 3 回」『ショ
パン』1994 年 3 月号，70⊖73 頁．演奏歴について，参照，「ローゼンストック指揮・N 響の演奏記録」
（ローゼンストック，前掲書所収）．プロコフィエフの初演については，参照，秋山龍英編『日本の洋
楽百年史』（第一法規出版，1966 年），542 頁．
90 大田黒元雄『音楽そのほか』（第一書房，1940 年），248⊖249 頁．
91 大田黒元雄「身辺雑記」『音楽』1948 年 8 月号，58⊖59 頁．
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芸術家としての生活と，一家の主婦としての生活はなかなか両立し難いものだとい
われております．娘時代にどんなに華々しい活躍をした人でも，結婚と同時に家に引
込んでしまう方のなんと多いことでしょう．そうして一方には芸術のためにいつまで
も独身でいらっしゃる方さえあるようです．私はそのどちらにも賛成でなく，両方が
一致してこそ，女性としてまた本当の芸術家としての使命が全うされるのだと思うの
でございます．
私をここまで育てて下さり，芸術に対しても理解と援助を惜しまなかった両親に報
いるためばかりでなく，私自身の常々の深い願いとして，今後もどこまでも全心を打
込んでピアノを勉強していきたいと思います．と同時に家庭においてよき主婦であり
たいと，結婚を前にして，私の思うことは，このことなのでございます92．
井上園子は女には結婚が大切とする思想を受けいれたが，結婚後も当時の社会規範と折
りあいをつけながら音楽を追求しようとした．人は生まれる時代も立場も性別も選ぶわけ
にはいかないが，自分の意思を持って生きることはできる．ただ，結婚まで，井上園子の
ような女性ピアニストは西洋と学術・文化に通じて音楽の価値と女性の活動に理解をもつ
両親にささえられていたが，結婚後の活動が円滑に運ぶかどうかは夫や家庭の対応に影響
された．
6?????????????????????
1935 年，批評家の塩入亀輔は「批評家，指揮者，作曲家は流石に男性全盛の有様であ
るのに，ピアニストとなると形勢は逆転して女性全盛という有様」と述べた93．塩入によ
れば「ピアノ演奏界に新しいトピックを振り播くのは常に天才少女であって，天才少年ピ
アニストと言うのは滅多に聞いた事はない」とのであり，男性ピアニストたちとくらべて，
実力をみても「女性陣の方が遙かに優勢」なのだった94．このような認識は塩入だけのも
のではなかった．1938 年には批評家の山根銀二が「ピアノ音楽の中で，而も女の子がこ
れのトップを切って居る」といい95，牛山充も音楽コンクールについて「参加者が全部女
といってもいい位だろう」と述べた96．同時代の人々の認識によれば，ピアノ演奏の分野
92 井上園子「新年の希望」『婦人之友』昭和 12 年 1 月号（頁の記載なし）．規範の束縛のもとで，自己の
活動に取り組んだ女性音楽家の人生を考えるとき，玉川裕子が東京音楽学校の女性教員の活動がジェ
ンダー規範を「変質」させた可能性を論じた文章は特に参考になるものだ（玉川裕子「音楽取調掛お
よび東京音楽学校（明治期）教員のジェンダー構成」『桐朋学園大学研究紀要』第 38 集，2012 年，61
頁）．一方，筆者の立場から見ると，冒頭に掲げた論文における玉川裕子の主張は当時のピアノ学習の
特定の側面を捉えているが，やや一面的であるように思われる（参照，玉川，前掲「お琴から洋琴へ」）．
93 塩入亀輔「次代楽壇を背負う人々」『中央公論』1935 年 12 月号，153 頁．
94 同前，153⊖154 頁．
95 「映画『国際ピアノ・コンクール』を廻って」『音楽評論』1938 年 4 月号，40 頁．
96
では昭和戦前期から女性がすでに優勢なのだった．
ピアニストの藤田晴子は演奏活動を行っていた東京大学法学部に「入学以前のわたくし
にとっては，自分が女性であるということは，問題を提供する原因になったことがありま
せんでした」と述べて，彼女の教師であるシロタが「男尊女卑などということは先生には
考え得られぬことでした」という態度を示していたことにも言及した97．1930 年代のピア
ノ教育の中心だったシロタが男尊女卑の偏見に組しなかったことは無視できない意味があっ
た．しかし，批評家の秋尾みちによる次の記述は当時の批評家・音楽学者に女性の演奏活
動に対する反感が存在したことを示すものだ．
日本のピアノ芸術が何時までも富裕な階級の令嬢や若夫人の手にまかせられている限
り，そして聴衆がそれ等の人々を賛美している限り，日本のピアノ芸術は盆栽のよう
なもので，大人の芸術とはなり得ない．それ等の若い女性達は技術的には相当に優れ
ていても，音楽的教養の不足と，スケールの小さから，到底我々の二十年，三十年後
の期待には耐えられまい．ピアノ芸術は才能のある男子が一生を賭して始めて達しえ
るものではないだろうか98．
1950 年に批評家の野村光一は，「元来我が国ではピアニストは女の方が多く且つ平均す
ると女性の方が男性より上手」と言いきったが，それでも「名立たるピアニストは我々の
間でも男」だと主張した99．批評家の増澤健美もある座談会で，「総ゆることに於て，女
は男に適わないんじゃないかと思います」と述べたが，山根銀二，牛山充，原太郎，園部
三郎など当時の有力批評家はその場で真剣には反論していない100．兼常清佐は音楽におけ
る男性優位をとりわけ執拗に主張した音楽学者であり，「本当は音楽は女の仕事としては
遙かにむつかし過ぎます」，「音楽を本当に作り出すという事は，到底女に適しない事のよ
うに見えます」と断言した101．兼常は別のところでも「誠にお気の毒ながらその演奏にか
けても女は到底男の敵ではない」102 といい，次のように主張した．
もちろん，たまには女の大演奏家というようなものも出ないではない．たとえばピア
ノのカレンニョのようなものである．今の世の中でも女のピアニストやヴァイオリニ
96 同前，42⊖43 頁．
97 藤田晴子『楽の音によせて』（音楽之友社，1956 年），52-53 頁．
98 秋尾みち「宅孝二氏を聴く」（『音楽評論』1940 年 11 月号，61 頁．私見では，女性差別は秋尾のピア
ノ演奏観の本質的部分だった（参照，同前，59 頁）．
99 野村光一「楽壇第一線の人々　ピアニスト」『音楽之友』1950 年 2 月号，
100 前掲「映画『国際ピアノ・コンクール』を廻って」，40 頁．
101 兼常清佐『音楽と生活』（1935 年，岩波書店），177 頁．同名の杉本秀太郎編の随筆集（兼常清佐『音
楽と生活』杉本秀太郎編，岩波書店，1992 年）と混同しないこと．
102 同前，162 頁．
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ストと言われる人を数えたら相当の数には上るであろう．そしてそれにはまた相当の
ごひいきがあるであろう．しかし女の中で，はたしてダルベールやザウエルに匹敵す
るピアノの大家がいるであろうか．女の中で，はたしてクライスレルに匹敵するヴィ
オリーネの大家がいるであろうか．その芸術全体の大をもってすれば，やはり女はた
だの演奏家，ただの翻訳家であるように見える．今の世界の本当の大演奏家――その
演奏が実にその人の独創的な芸術であるような大家，或は演奏より以外になお独創的
な作物を持っているような大家は，やはりたいていはみな男である．音楽の世界で女
が男なみの仕事をするのは，まだなかなか前途遼遠であるらしく見える103．
上流社会のピアノ文化が生みだした女性ピアニストが人気を集める一方で，批評家，音
楽学者はピアノ演奏において女性が男性を凌ぐ成果をあげている事実を認識しながら，さ
まざまな論法を駆使して演奏における女性の能力を否定しようとした．筧潤二の「お嬢さ
んらしいひたむきな純真さ」104 という表現も女性に対する先入観・固定観念にとらわれた
ものだ．女性ピアニストに対する批評家・音楽学者の偏見の具体的影響について管見のか
ぎりでは史料がないが，言説は不可視の権力を発揮するもので，かれらが散布した偏見の
作用を軽視はできない．1960 年になっても，ピアニスト田中希代子は「私は別に女だか
らという特徴や，ハンディキャップを意識しません」と書く必要があった105．
7?????
外山脩造，荒木和一，長岡治男，井上達二は豊富な知識と経験，独創的な思想と意見を
もち，生涯に特異なことをした．外山浩子，荒木幸は音楽の専門教育を受けて音楽界に足
跡を残した．この人々を一定の類型にはあてはめて，ジェンダー，社会的慣習，芸術，西
洋にいかに対峙したかなどといった点について安易な推測や類推を行うことは不可能であ
り，むしろ，それぞれについて学問的伝記研究を行えば成果を期待できるだろう．そして，
上流社会のピアノ文化に育まれた少女たちは成長して結婚しても当時の社会的規範と折り
あいをつけながら活動をつづけた．作曲家として再評価の進む外山道子，ピアニスト・音
楽大学教授として成果をあげた青木和子の音楽的業績は大きかった．音楽家として本格的
に活動する前に生涯を終えた長岡延子も同世代の音楽家に強い印象を残して，井上園子は
103 同前，163 頁．兼常はテレサ・カレーニョの名をあげながら，彼女がピアノにおいてダルベールに匹
敵する名声を得ていたことは無視した．アラウの証言を参照（ジョーゼフ・ホロヴィッツ『アラウと
の対話』野水瑞穂訳，みすず書房，1986 年，106⊖107 頁）．なお，兼常は「私は女だったら」という文
章でより扇動的に男尊女卑を高唱した（兼常，前掲『音楽と生活』，169⊖171 頁）．
104 筧，前掲「井上園子独奏会」，126 頁．
105 田中希代子「『女』を意識しない」（目黒三策編『音楽と女性　女性のための音楽教養講座第 2 巻』音
楽之友社，1960 年，所収），253 頁．
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昭和戦前期から太平洋戦争期にかけての代表的な日本人ピアニストだった．上流社会のピ
アノ文化を生きた人々は革新性，創造性を発揮して社会的影響力を持ったのであり，筆者
は調査を通じて，ピアノを弾く少女たちと，その周辺の人々の複雑な個性に強い印象を受
けた．
上流社会のピアノ文化とピアノを弾く少女について，私の描写と冒頭に引用した西原稔
の描写するピアノを弾く少女たちの描写はいくらか重なる点もありながら結局かなり懸隔
のあるものになった．この背景には，西原が利用した史料の性格がある．西原が利用した
『大阪朝日新聞』の記事は「良家の子女の象徴としてのピアノの文化価値」106 を強調して
憧憬をかきたてるものだと筆者も思う．同様の見地をピアノ同好会をめぐる松本佳子の研
究も支持するようだ．しかし，これは『大阪朝日新聞』の記者が自分の中にある先入観に
もとづいて取材して，当時の新聞の立場と読者の嗜好を加味して記事とした記述であり，
しかも短い記事が史実の全体を伝えることはありえない．当時のピアノを弾く少女と家族
のありかたには，『大阪朝日新聞』の記事が示唆する以上のことがあった．だから，筆者
が別の史料を参照した結果，別の歴史像が浮かびあがるのも奇異でなく，新聞記事になる
ほど音楽的に成果をあげた少女たちとその周辺を検討すれば，個性や家庭環境や進取の気
質や創造性や主体性に特筆すべきところがあるのも自然なことだ．
女性ピアニストは昭和戦前期に楽壇の主流であり，しばしばピアノを弾く少女と家族や
関係者はきわだった個性を持ち，しばしば少女たちは独自性ある音楽家に成長した．それ
は彼女たちが社会においてピアノとピアノを弾く少女への憧憬をかきたてるシステムの一
部として機能したことと矛盾しない．音楽同好会の活動が示すようにイメージの流布によ
る動員と演奏会企画などの社会活動は連携したのであり，ここでは上流の夫人たちはシス
テムの動きにかなりの影響をあたえた．この動きが生みだした力はやがて成長したピアノ
を弾く少女達の活動を後押しすることになった．上流社会のピアノ文化を生きた人々はあ
る程度時代を動かしたのである．1930 年代から 40 年代にピアノ演奏が日本楽壇で傑出し
ていたことは自明のことのように語られてきたが107，それには若い女性であったピアニス
トたちの努力と意欲が「ピアノという夢」108 と反応して生まれた動きが大きな影響を及ぼ
していた．
そして，女性が活躍する戦前期日本のピアノ演奏の世界に言説の権力をもって挑戦した
のが男尊女卑の偏見をもつ音楽批評家・音楽学者だった．
1941 年以降，太平洋戦争開戦とほとんど同時期に日本音楽文化協会のもとで日本楽壇
は一元化された．日本音楽文化協会幹部がほとんど男性だったことは指摘されていい．昭
和戦前期の日本ではコンサート・ピアニスト養成において，東京音楽学校がかならずしも
106 西原，前掲『ピアノの誕生』，247 頁．
107 たとえば原太郎は，「ピアノが今日の音楽生活のトップを占めている」と述べた（前掲「映画『国際ピ
アノ・コンクール』を廻って」）40 頁．
108 西原，前掲『ピアノの誕生』，239 頁．
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優位に立つものではなく，音楽学校と個人教授の双方で在日外国人ピアニストが中核を占
めてピアニスト養成に重要な役割を果たしていた109．しかし，太平洋戦争期に東京音楽学
校と日本音楽文化協会が在日ユダヤ系音楽家を排除したために，演奏会活動と演奏様式が
根本から変化して女性ピアニストにも影響を与えた．
ピアノをめぐる社会史とピアニスト・ピアノ関係者の個人の営為を扱った事件史はどち
らも重要であり，実際の歴史研究は両者を融合したかたちで考えなければならない．これ
は自明のことであるだろうが，筆者は個人の営為を踏まえることの重要性を特に強調した
い．日本のピアニスト・ピアノ研究では事件史より社会史が先行した．しかし，個人を無
視して社会史を偏重すれば，かつての批評家・音楽学者がピアノを弾く少女に押しつけた
お嬢様芸や嫁入り修業といったレッテルを踏襲して，偏見の所産である一面的な像を史実
と混同する危険も生じる．史料にもとづいて検証した少女たちの音楽的成果の確認は，戦
前日本楽壇の均衡のとれた把握のために不可欠なことだ．ピアノへの憧憬が資質あるピア
ニストの努力と共鳴した様相を描くことをしなければ，ピアノをめぐる社会史としても遺
漏のあるものとなるだろう．
さらに昭和戦前期にピアノを弾く少女たちがあげた成果が戦後音楽界の動向のもとで適
切な評価を受けられず，最近になっても組織・官学優先の視点によって充分には取りあげ
られてこなかった事情を省みれば，せめて歴史叙述の場で，少女たち自身が音楽とピアノ
に寄せた憧憬と，その営為を史料の示すところを踏まえて共感をもって記述することは必
要だと，筆者は考える．
109 山本，前掲『シロタ』，106⊖118 頁．
